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　市職員の災害対応能力の向上と市民の防災意識の高揚を図るため、
6月10日、春日中学校で「春日市総合防災訓練」を行いました。
　防災関係機関や近隣地区の自主防災組織が参加して訓練を行った
ほか、はしご車体験や放水体験、防災関係の展示などもありました。

今号の表紙

市総合防災訓練



K A S U G A         C I T Y2

燃
え
る
ご
み

減
量
大
作
戦
�

　
昨
年
度
の
家
庭
系
燃
え
る
ご
み
の
内
訳（
左
グ
ラ
フ
参
照
）は
、紙
ご
み

が
34
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
生
ご
み
が
30
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
紙
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
い
わ
れ
、古
紙
回
収
な
ど
が

広
く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、生
ご
み
は
汚
い
、腐
敗
し
て
臭
い
と

い
っ
た
印
象
も
あ
っ
て
、減
量
が
進
み
に
く
い
状
況
で
す
。

　
厄
介
も
の
に
見
ら
れ
が
ち
な
生
ご
み
で
す
が
、ち
ょ
っ
と
し
た

こ
つ
さ
え
つ
か
め
ば
、比
較
的
簡
単
に
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、資
源
に
変
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、生
ご
み
の

減
量
方
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

水
切
り
で
生
ご
み
減
量

〜
生
ご
み
を
減
ら
そ
う
〜

　
昨
年
度
の
調
査
で
、生
ご
み
の
約
70
％

が
水
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
燃
え
る
ご
み
全
体
で
見
て
も
、約
20
％

を
水
分
が
占
め
て
い
る
計
算
に
な
り
、水

切
り
を
徹
底
す
れ
ば
、そ
の
分
、燃
え
る

ご
み
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、ま
ず
は
簡
単
に
で
き
る
水

切
り
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト

濡
ら
さ
な
い

□
野
菜
な
ど
は
、洗
う
前
に
皮
を
む
き
、

濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

□
野
菜
く
ず
は
、水
の
か
か
る
三
角
コ
ー

ナ
ー
に
入
れ
ず
に
白
色
ト
レ
イ
な
ど

に
乗
せ
る

□
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
水
を
か
け
な
い

乾
か
す

□
野
菜
く
ず
な
ど
は
、ざ
る
や
新
聞
紙
な

ど
に
乗
せ
、天
日
干
し
し
、乾
燥
さ
せ

る
□
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
や
茶
殻
は
、三
角
コ
ー

ナ
ー
に
一
晩
置
い
て
水
気
を
切
る

絞
る

□
濡
れ
た
生
ご
み
は
、び
ん
の
底
な
ど
で

押
し
て
水
分
を
搾
り
出
す

□
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
い
、水
分
を

絞
り
出
す

水
切
り
に
は
こ
ん
な
効
果
も

　

水
分
を
多
く
含
ん
だ
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
は
水
を
燃
や
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
す
。焼
却
に
か
か
る
費
用
は
ご
み
の

重
量
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、水
切
り

は
、費
用
の
削
減
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、水
切
り
を
す
れ
ば
生
ご
み
が
腐

り
に
く
く
な
り
、ご
み
出
し
の
際
の
嫌
な

臭
い
も
し
な
く
な
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推
進
課

　
☎(

５
８
４)

１
１
１
１

　

(

５
８
４)

１
１
４
７

△平成23年度春日市家庭系
燃えるごみの組成調査結果

プラスチックプラスチック

生ごみ生ごみ

繊
維
繊
維

そ
の
他

そ
の
他
紙ごみ

リサイクル可

リ
サ
イ
ク
ル

不
可

30％

34％

19％

15
％

21％

８％
７％

生ごみ
（乾燥状態）

生ごみ
（乾燥状態） 生ごみに

含まれる
水分

生ごみに
含まれる
水分

70％

23％

7％
未利用食品未利用食品

生ごみ生ごみ
第
２
弾
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も
っ
た
い
な
い

未
利
用
食
品
を
な
く
そ
う

　

生
ご
み
の
中
に
は
、未
利
用
食
品
が
７

％
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

未
利
用
食
品
と
は
、ま
っ
た
く
封
を
切

ら
ず
に
捨
て
ら
れ
た
食
品
の
こ
と
で
す
。

中
に
は
賞
味
期
限
前
の
も
の
も
あ
り
、未

利
用
食
品
以
外
に
も
十
分
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
食
品
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ご
み
は
、無
駄
な
買
い
物

を
し
な
い
、食
材
を
使
い
切
る
、食
べ
残

し
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
み
ん
な
で
心

掛
れ
ば
、確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

堆肥の活用法
○家庭菜園や市民農園での活用

　上手にできた生ごみ堆肥で作った作
物は、病気になりにくく元気に育つ傾向
があります。
　化学肥料を使わずに育てるためか苦
みが少なく、甘みがあり、すっきりした
味の野菜になります。
　ごみ減量推進課と市民で実証栽培を
行っている「3R農園クラブ」では、参加
した子どもたちが、収穫したての生の野
菜をおいしそうにほおばっています。

○プランターでの活用
　土地がない場合はプランターを使い、
ベランダなどで花や野菜を育ててみま
せんか。
　身近にきれいな花が咲き、新鮮な食材
がいつでも収穫できます。

○講習会も行っています
　手軽に始められる「プランター菜園講
座」や、堆肥の使い方などを畑で実践指
導する「3R指導農園」なども行っていま
す。
　開催日時などは、随時市報でお知らせ
します。

　

生
ご
み
を
資
源
に
す
る
方
法
と
し
て
、

堆
肥
化
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、微
生
物
の
力
を
使
っ
て
生
ご

み
を
分
解
さ
せ
る
方
法
で
す
。で
き
た
堆

肥
を
花
や
野
菜
の
育
成
に
使
う
と
生
育

が
よ
く
な
り
、お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る

と
好
評
で
す
。

　

市
は
、家
庭
で
簡
単
に
生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
方
法
と
し
て
、ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、み
か
ん
箱
大
の
段
ボ
ー
ル
に

基
材
を
入
れ
、生
ご
み
を
毎
日
投
入
し
て

混
ぜ
る
だ
け
で
、簡
単
に
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
堆
肥
が
で
き
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
、

堆
肥
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

無
料
の
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
て
、初
回
受
講
者
に
は
コ
ン
ポ

ス
ト
セ
ッ
ト
一
式（
１
世
帯
１
個
）を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

○
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
補
助

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る「
生
ご
み
処

理
機
」や「
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
」の
購

入
補
助（
購
入
後
１
年
以
内
の
申
請
に

限
る
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、前
回
の
補
助
後
５

年
を
経
過
し
た
人
も
再
申
請
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
で

生
ご
み
を
な
く
そ
う

無
駄
な
買
い
物
を
し
な
い

□
買
い
物
に
行
く
際
は
、必
要
な
も
の
を

メ
モ
し
て
出
掛
け
、必
要
の
な
い
も
の

は
買
わ
な
い

□
安
い
か
ら
と
む
や
み
に
買
わ
な
い

□
家
に
あ
る
食
品
を
把
握
し
て
お
く

食
品
を
無
駄
に
し
な
い

□
野
菜
の
皮
は
む
か
ず
に
丸
ご
と
調
理

す
る

□
野
菜
の
皮
や
葉
な
ど
も
調
理
し
て
食

べ
切
る

□
料
理
を
作
り
す
ぎ
な
い

□
好
き
嫌
い
せ
ず
、食
べ
残
し
を
し
な
い



K A S U G A         C I T Y4

中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年

指導員
中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年

指導員

春日

昇町 梶
かじわら
原孝
たかあき
昭 （571）2115 ○

春日南

天神山 現在選考中

小倉 重
しげまつ
松正
まさかず
万 （581）7959 ○ 紅葉ヶ丘 池

いけだ
田健
けんいち
市 （592）1978 ○

弥生 千
ち ぢ い わ
々岩清

きよひで
英 （586）1953 ○ 惣利 平

ひらの
野健
けんぞう
藏 （595）0046 ○ ○

須玖南 高
たかはし
橋道

みち お
夫 （575）5085 ○ 塚原台 中

なかしま
島俊
しゅんじ
二 （596）5798 ○

春日東

若葉台西 日
ひだか
高　巖

いわお （574）0380 ○ 白水池 井
いはら
原壽
よしのぶ
宣 （571）5268 ○

若葉台東 山
やまだ
田嘉
よしあき
昭 （571）7189 ○ 松ヶ丘 橋

はしもと
本　巖

いわお （596）3656 ○ ○

光町 竹
たけなか
中英
ひであき
昭 （502）2077 ○ 大土居 現在選考中

宝町 平
ひらはた
畑　稔

みのる （501）5592 ○

春日野

春日原
現在選考中

千歳町 平
ひらしま
島哲

てつ じ
二 （581）6589 ○ 現在選考中

大谷 現在選考中 春日原南 山
やました
下俊
としはる
治 （574）2387 ○

小倉東 税
さいた
田直
なおゆき
之 （581）7815 ○ 春日 西

にしむら
村　豊

ゆたか （581）6883 ○

大和町 渡
わたなべ
邉幸
こういち
市 （571）5075 春日公園 豊

とよます
増道

みち お
生 （574）2926 ○

ちくし台 神
かみやま
山慶

けい じ
司 （585）2943 ○ 平田台 中

なかの
野正
まさつね
常 （595）0603 ○

春日西

下白水南 松
まつお
尾洋
よういち
一 （572）6641 ○

春日北

須玖北 伊
いとう
藤敏
としあき
昭 （591）4443 ○

泉 本
もとやま
山　好

よしみ （581）9595 岡本 浦
うらつか
塚岩

いわ た
太 （591）0252 ○

下白水北 弘
ひろしま
島　平

たいら （591）9275 ○ 日の出町 田
たなか
中篤

あつ し
司 （572）4822

白水ヶ丘 藤
ふじい
井隆

たか お
夫 （501）4779 サン・ビオ 豊

とよむら
村征
まさやす
靖 （574）2462 ○

上白水 園
そのだ
田正
まさきみ
公 （502）1329 ○ 桜ヶ丘 牧

まきの
野　泉

いずみ （592）8676 ○

■各地区少年相談員一覧（敬称略）　※平成24年6月1日現在

　
春
日
市
に
は
、自
治
会
が
推
薦
し
、筑
紫
地
区

少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た「
少
年
相
談

員
」が
各
地
区
に
い
ま
す
。

　
相
談
員
の
中
に
は
、筑
紫
野
警
察
署
長
が
委
嘱
し
た

「
少
年
補
導
員
」や
、公
安
委
員
会
が
委
嘱
し
た「
少
年
指

導
員
」を
兼
務
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

問い合わせ先　社会教育課 社会教育担当　☎（575）4121　 （593）7380　   

▽
街
頭
補
導
な
ど

公
園
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
を
定
期
的
に
巡
回
し
、子
ど
も
を
非
行

や
犯
罪
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、小
学
校
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

▽
相
談
業
務

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問

題
に
、電
話
や
面
談
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▽
環
境
浄
化

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
広
告
物
や

看
板
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
活
動

自
転
車
の
無
灯
火
運
転
を
防
止
す
る
た
め
に
、啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
声
掛
け
な
ど
を
行
い
、地
域

全
体
の
安
全
に
も
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｐ

Ｔ
Ａ
地
区
懇
談
会
な
ど
の
地
区
行
事
や
小・
中
学

校
の
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

少
年
相
談
員

わたしたちのまちの

何かあればいつでも声を掛けてください。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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７
月
９
日
に
外
国
人
登
録
法
が

廃
止
さ
れ
、外
国
人
住
民
に

も
住
民
基
本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

対
象

▽
特
別
永
住
者

▽
中
長
期
在
留
者（
短
期
滞
在
者
な

ど
を
除
い
た
、適
法
に
３
カ
月
を

超
え
て
在
留
す
る
外
国
人
）

▽
一
時
庇ひ

ご護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞
在

許
可
者

▽
出
生
ま
た
は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経

過
滞
在
者

変
更
点

▽
外
国
人
住
民
も
日
本
人
と
同
様
、

住
民
票
が
作
ら
れ
ま
す
。今
ま
で

の
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
に
代
わ
り
、住
民
票
の
写
し

が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

▽
転
出
の
際
に
は
転
出
の
届
け
を
し

て
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。転
入
の
際
に
は
転
出

証
明
書
と
特
別
永
住
者
証
明
書
ま

た
は
在
留
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

▽
外
国
人
登
録
証
明
書
に
代
わ
り
、

特
別
永
住
証
明
書
ま
た
は
在
留
カ

ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
書
の
有
効
期
限

▽
特
別
永
住
者

次
回
確
認
申
請
期
間
に
表
示
さ
れ

た
誕
生
日
ま
で（
確
認
申
請
期
間

が
７
月
９
日
か
ら
３
年
以
内
に
到

来
す
る
人
は
平
成
27
年
７
月
８
日

ま
で
）

▽
永
住
者

平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で

▽
右
記
以
外
の
人

在
留
期
間
満
了
日
か
平
成
27
年
７

月
８
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

▽
16
歳
未
満
の
人

右
記
記
載
の
有
効
期
限
か
16
歳
の

誕
生
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、有
効
期

限
内
は
、特
別
永
住
者
証
明
書
ま

た
は
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
し
ま

す
。

切
り
替
え
手
続
き
先

▽
特
別
永
住
者

市
民
課（
市
役
所
１
階
）

▽
特
別
永
住
者
以
外

福
岡
入
国
管
理
局（
福
岡
市
博
多

区
下し
も
う
す
い

臼
井
７
７
８
ー
１
福
岡
空
港

国
内
線
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
市
民
課

▽
福
岡
入
国
管
理
局

（
６
２
３
）２
４
０
０

▽
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
０
５
７
０
）０
１
３
９
０
４

外国人登録制度が変わります
７月９日から

市民課 　 （584）1111 （584）1141

　10月27日㈯・28日㈰に春日公園で開催する「春日奴国あ
んどん祭り」の市民芸能ステージ出演者を募集します。
出演条件（いずれか）
▷市内に居住または勤務している人（団体の場合は1人以

上該当）
▷出演演目について市内で活動している人または団体
※出演者は必ず会議に出席してください。なお、出演料はあ

りません。
出演日時　10月28日㈰

午前10時〜午後8時
定員　約20団体（応募多数の場合抽選）

申込方法　8月31日㈮午後4時（必
着）までに申込書を提出する

※申込書は市民祭り振興会、地域
づくり課（市役所4階）、ふれあい
文化センター（大谷6ｰ24）、いき
いきプラザ（昇町1ｰ120）の各窓
口か、同振興会ウェブサイトで
入手できます。

申込・問い合わせ先　同振興会（伯玄町2ｰ24市商工会館内）
（581）1407　 （575）0702
http://www.andonmatsuri.com/

第36回　　　　　　　　　　　　市民芸能ステージ出演者募集
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重
度
障
害
者
医
療
の
受
給

資
格
更
新
を
行
い
ま

す
。現
在
の
受
給
者
に
は
、６
月

末
に
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。届
か
な
い
場
合
は
、早
め
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
を
し
な
い
場
合

は
、９
月
30
日
で
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
７
月
４
日
㈬
〜
31

日
㈫

※
新
た
に
重
度
障
害
者
医
療
の

申
請
を
す
る
場
合
は
、随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
先　
国
保
年
金
課
医
療
担

当（
市
役
所
１
階
）

重度障害者医療受給資格の更新
７月31日までに申請を

国保年金課 医療担当 　 （584）1111 （584）1141

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、携
帯
電
話
、電
動
工
具
な
ど
で
使
用

さ
れ
て
い
る
充
電
池
は
、ニ
ッ
ケ
ル
や
リ
チ
ウ
ム
な

ど
の
希
少
金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
と
一
緒
に
処
理
せ
ず
に
、電
気
店
な
ど
の
店
頭
に

あ
る「
小
形
充
電
式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
」に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

種
類・見
分
け
方・出
し
方　
左
表
の
と
お
り

※
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
は
、一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
ご
み
減
量
推
進
課（
市
役
所
３
階
）

▽
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ

☎
０
３（
６
４
０
３
）５
６
７
３

http://w
w
w.jbrc.com

小形充電式電池の処分方法
リサイクルボックスに出しましょう

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る（
児
童
扶

養
手
当
証
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
）世
帯
の
人
が
、Ｊ
Ｒ
の
通
勤

定
期
を
購
入
す
る
場
合
、定
期

券
が
３
割
引
き
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
に
は
、「
特
定
者

資
格
証
明
書
」を
交
付
し
ま
す

の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書

▽
印
鑑

▽
申
請
用
写
真
２
枚（
６
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
縦
２･

５

㎝
×
横
２
㎝
、正
面
向
き
で

脱
帽
の
も
の
）

申
請
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当（
市
役
所
２

階
）

ＪＲ通勤定期の割引制度
児童扶養手当受給世帯の皆さんへ

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115

小型充電式電池 乾電池

種
類

▷ニカド電池
▷ニッケル水素電池
▷リチウムイオン電池

▷マンガン乾電池
▷アルカリ乾電池

見
分
け
方

マークの表示あり

文字で表示
▷マンガン乾電池
▷アルカリ乾電池

出
し
方

小型充電式電池リサイクルボックス
（電気店やホームセンターなどのリサイクル
協力店・市役所3階ごみ減量推進課窓口）

有害ごみボックス
（各地区公民館・市
役所1階ロビー横・
いきいきプラザ）

ニカド電池 ニッケル水素電池 リチウムイオン電池
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燃
え
る
ご
み
の
収
集
作
業
中
、混
入
し
て
い
た

フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
刃
が
原
因
で
収
集

作
業
員
が
負
傷
す
る
事
故
が
、５
月
に
発
生
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
事
故
は
、金
属
製
の
刃
物
が「
燃
え
る
ご

み
」で
出
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

ご
み
の
収
集
は
夜
間
に
行
っ
て
い
る
た
め
、作
業

員
が
混
入
し
た
異
物
に
気
付
か
ず
に
ご
み
袋
を
つ
か

み
、け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

刃
物
類
を
出
す
と
き

は
、危
な
く
な
い
よ
う

に
紙
な
ど
に
包
み
、「
陶

器
・
金
属
類
」で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

燃えるごみに刃物混入
ごみ収集作業員が負傷

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

市発注の建設工事
入札結果

　5月に行った建設工事の入札結果（契
約金額5000万円以上）をお知らせしま
す。
○春日西小学校耐震補強工事（第1工区）

工 事 期 間　 平 成24年5月16日 〜9月
14日

契約金額　5491万5000円
工事業者　㈱西村組春日支店

○春日西小学校耐震補強工事（第2工区）
工 事 期 間　 平 成24年5月15日 〜9月

14日
契約金額　5040万円
工事業者　千早建設㈱

問い合わせ先　財政課契約担当
（584）1111　 （584）1145

学びたいと思ったら
人材バンクの活用を

　市の総合人材バンクは、市民の皆さん
が自主的な学習を行えるように講師の紹
介を行うものです。
　社会情勢、教育問題、芸術文化など、さ
まざま分野に精通した人たちを講師とし
て登録しています。
　詳しくは、市ウェブサイトを見るか、地
域づくり課に問い合わせてください。
問い合わせ先　地域づくり課地域づくり

担当
（584）1111　 （584）1153

市
教
育
委
員
会
は
、来
年
４
月
に

小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の

身
体
面
や
知
的
面
、情
緒
面
で
就
学
に

不
安
の
あ
る
保
護
者
を
対
象
に
、進
路

学
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時・場
所

▽
７
月
11
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

療
育
訓
練
施
設
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

（
小
倉
３
ー
２
４
２
ー
１
福
祉
ぱ
れ

っ
と
館
内
）

▽
７
月
13
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

市
役
所
４
階
４
０
５
・
４
０
６
会
議

室
※
両
日
と
も
内
容
は
同
一
で
す
。

小学校入学のための進路学習会
特別支援教育について

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

スズメバチに注意！
　スズメバチは危険ですが、通常巣を刺激しなければ人を
襲うことはないといわれています。
　巣は生け垣や軒下、天井裏などに見られます。山の中では
土手や木の洞などにも営巣します。5〜6月頃に巣を作り、
働き蜂を育て、女王蜂が冬眠するまでの半年間程度活動し
ます。9〜10月は蜂の数も増え、盛んに活動します。種類に
よっては警戒心も強くなるため注意が必要です。
○もし刺されたら

　応急処置としては、傷口から毒を絞り出し、水道水でよ
く洗った後、氷などで冷やしましょう。

　人によっては呼吸困難、めまい、失神など、重篤なシ 
ョック症状を起こす場合があります。早めに医療機関を
受診しましょう。

○蜂の巣の駆除
　市は蜂の巣の駆除は行っていま
せん。専門業者に依頼するなど、土
地の所有者か管理者の責任で駆除
してください。

問い合わせ先　環境課生活環境担当
(584)1111　 (584)1147

△混入していた刃物
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市
は
、「
春
日
市
高
齢
者
福

祉
計
画
２
０
１
２
・
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に

基
づ
き
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
基
盤
整
備
を
行
う
法
人

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
と
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所（
１
ユ
ニ

ッ
ト
）を
併
設
す
る
拠

点
を
２
カ
所

※
公
募
に
対
す
る
補
助
金
の
有

無
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
圏
域　
市
全
域

期
間　
７
月
２
日
㈪
〜
８
月
31

日
㈮

提
出
方
法　
必
要
書
類
を
添
え

公
募
申
込
書
を
直
接
提

出
す
る

※
公
募
要
領
・
公
募
申
込
書
は

高
齢
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
先　
高
齢
課
高
齢
者
支
援

担
当

地域密着型サービス事業所を整備する法人
公募します

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
支
援
を
す
る
た
め

に
、市
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
カ
所

設
置
し
、保
健
師
、社
会
福
祉
士
、主
任
介
護
支
援
専
門

員
と
い
っ
た
専
門
職
員
が
電
話
相
談
や
訪
問
な
ど
の
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
・
家
族
の
ほ
か
、地
域
の
人
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。担
当
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

業
務
内
容

▽
高
齢
者
の
身
体
状
態
や
家
族
環
境
な
ど
、そ
の
人
に

応
じ
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
総
合
相
談

▽
認
知
症
な
ど
に
よ
る
金
銭
管
理
な
ど
の
相
談
・
支
援

（
権
利
擁
護
）

▽
高
齢
者
虐
待
の
相
談（
通
報
）

▽
要
支
援
認
定
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
・
支
援

地域包括支援センター
知っていますか

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090

市
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に

加
入
し
て
い
る
人
は
、申
請

を
す
る
と「
市
国
民
健
康
保
険
は
り
・

き
ゅ
う
受
療
証
」の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
が
指
定
し
た
は
り
・
き
ゅ
う
施

術
所
で
、は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
を
受

け
る
と
き
に
、受
療
証
と
国
保
の
被

保
険
者
証
を
提
示
す
る
と
次
の
金
額

で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

施
術
料
金

▽
１
術（
は
り
・
き
ゅ
う
い
ず
れ
か
）

　

６
１
０
円

▽
２
術（
は
り
・
き
ゅ
う
両
方
）

　

７
６
０
円

※
助
成
は
１
日
１
回
、ひ
と
月
に
10

回
を
限
度
と
し
ま
す
。

有
効
期
限　

原
則
毎
年
６
月
末
日

（
75
歳
に
な
る
人
は
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
）

申
請
に
必
要
な
も
の　
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、印
鑑

※
後
期
高
齢
者
に
も
同
様
の
制
度

（
有
効
期
限
は
毎
年
３
月
末
日
）が

あ
り
ま
す
。必
要
な
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当

（
市
役
所
1
階
）

はり・きゅう費の助成
国保に加入している皆さんへ

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

センター（場所） 担当地区

北 地 域 包 括 支 援センター
（ 桜ヶ丘4ｰ23福 岡 徳 洲 会
病院前）

（589）6227
（589）6228

大谷、岡本、小倉、小倉東、桜ヶ
丘、サン･ビオ、須玖北、須玖南、
宝町、ちくし台、千歳町、昇町、
光町、日の出町、弥生、大和町、
若葉台西、若葉台東

南 地 域 包 括 支 援センター
（塚原台3ｰ129かすがの郷 
内）

（595）8188
（595）6069

泉、大土居、春日、春日公園、春
日原、春日原南、上白水、下白
水北、下白水南、白水池、白水ヶ
丘、惣利、塚原台、天神山、平田
台、松ヶ丘、紅葉ヶ丘

■センター・担当地区一覧
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弥生の里児童画大賞展
歴代受賞作品展示会

　弥生の里児童画大賞展の歴代上位入賞作品を展
示します。子どもたちの想像力豊かで、のびのびと
した作品を観覧してください。
期間　7月14日㈯〜8月31日㈮（月曜日を除く）
場所　ふれあい文化センター新館ふれあいプラザ

（大谷6ｰ24）
※第10回〜20回など一部の作品は、ふれあい文

化センター旧館に展示します。
問い合わせ先　社会教育課社会教育担当

（575）4121　 （593）7380

土
地
の
正
し
い
位
置
、形
状
、面
積

な
ど
を
明
確
に
し
、地
図
を
作

成
す
る
地
籍
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
開
始
前
に
土
地
の
所
有
者
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。日
時
や

場
所
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、調
査
対
象
の
土
地
を
所
有
す

る
皆
さ
ん
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間　
８
〜
12
月（
予
定)

調
査
箇
所　
春
日
原
南
町
１
〜
４
丁
目

地籍調査を行います
春日原南町

用地課 地籍調査担当 　 （584）1111 （584）1143

少
年
犯
罪
の
う
ち
刑
法
犯
と
し
て
認
知
さ
れ

た
件
数
は
、福
岡
県
で
平
成
15
年
の
１
万

２
０
０
０
件
を
ピ
ー
ク
に
６
年
連
続
で
減
少
し
て
い

ま
し
た
が
、平
成
22
年
は
約
６
２
０
０
件
と
前
年
と

比
べ
て
わ
ず
か
で
す
が
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、少
年
犯
罪
は
近
年
凶
悪
化
し
て
お
り
、未

然
に
犯
罪
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
は
、犯
罪
を
取
り
締
ま
っ
た
り
、処
罰
し

た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、一
度
罪
を
犯
し
て
し
ま

っ
た
人
た
ち
が
二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
更
正

を
支
援
す
る
こ
と
、ま
た
、犯
罪
が
起
こ
ら
な
い
社
会

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
調
月
間

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、す
べ
て
の
国

民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

推
進
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
、一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
第
62
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」推
進
大
会

日
時　
７
月
14
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン
ホ
ー

ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
▽
中
学
生
作
文
発
表
▽
ビ
デ
オ
映
画
上
映

▽
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
抽
選
会

○
私
た
ち
の
ま
ち
の
保
護
司

　

保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、罪
を
犯

し
た
り
、非
行
に
走
っ
た
り
し
た
人
が
、社
会
で
立

派
に
更
生
す
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
で
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」、

特
に
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
・
非
行
や
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、遠
慮
な
く
近
く
の
保
護

司
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「社会を明るくする運動」を積極的に進めます
ふれあいと 対話が築く 明るい社会

人権政策課 人権担当 　 （584）1111 （584）1153

氏名 地区 電話番号

白
しろうず

水繁
しげのり

則 春日 （591）5666
髙
たか

　壽
じゅいち

一 千歳町 （581）5997
佐
さ え き

伯幸
さ ち こ

子 泉 （585）9344
鬼
おにくら

倉美
み え こ

惠子 須玖北 （573）2468
勝
か つ の

野幸
ゆきまさ

正 上白水 （591）7987
笹
ささぶち

渕善
よしゆき

之 白水ヶ丘 （592）8133
藤
ふ じ い

井　卓
たかし

天神山 （571）5673
内
ないとう

藤　徹
とおる

松ヶ丘 （595）0514
岩
いわもと

元忍
のぶただ

忠 白水ヶ丘 （575）1370
大
お お つ

津　敦
あつし

紅葉ヶ丘東 （501）2862
かた

野
の

明
あ き こ

子 松ヶ丘 （596）6326
武
たけすえ

末政
まさとし

利 桜ヶ丘 （582）3802
井
いのうえ

上芙
ふ き こ

貴子 岡本 （581）6553
柴
し ば た

田俊
しゅんたろう

太郎 下白水北 （591）0561
米
よ ね だ

田勝
かつまさ

正 塚原台 （595）0280
金
かなどう

堂雅
まさふみ

文 上白水 （582）5650
原
はら

　幸
ゆ き お

雄 日の出町 （591）6354
古
こ が

賀俊
としみつ

光 松ヶ丘 （596）5870
金
かなどう

堂　実
みのる

大和町 （582）6833
白
しらやま

山義
よしあき

章 下白水南 （593）1111
※平成24年4月1日現在

■保護司一覧（敬称略・順不同）
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日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身

分
的
差
別
に
よ
っ
て
、国
民
の
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、職
業
や
住
ま
い
、結
婚
、交
際
、服
装
な
ど

を
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
差
別
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
７
１
年
の
解
放
令
に
よ
り
制
度
上
の
身
分
差

別
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、特
定
の
地
域
出
身
者
で

あ
る
こ
と
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
同
和
問
題
で
す
。

　

同
和
問
題
は
、こ
れ
ら
の
人
々
が
、今
な
お
結
婚
を

妨
げ
ら
れ
た
り
、就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
、そ

の
他
、日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
受
け

る
と
い
う
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

県
は
、毎
年
７
月
を「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

と
定
め
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
実
施
し
、県
民
あ

げ
て
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
人
権
が
守
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、こ
れ
を
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ネ
ル
展

テ
ー
マ　
「
民
衆
の
力
」を
学
ぶ
〜
渋
染
一
揆
・
筑
前

竹
槍
一
揆
〜

期
間・時
間・場
所

▽
第
一
部

６
月
30
日
㈯
〜
７
月
11
日
㈬（
月
曜
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
大
谷
６
ー
24
）

▽
第
二
部

７
月
13
日
㈮
〜
31
日
㈫（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

街
頭
啓
発

　

西
鉄
春
日
原
駅
前
な
ど
で
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓

発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

期
日　
７
月
２
日
㈪
・９
日
㈪
・
20
日
㈮

県
主
催
講
演
会

　
「
山や
ま
も
と本
作さ
く
べ
え

兵
衛
さ
ん
の
描
い
た
炭
坑
と
人
々
」を

テ
ー
マ
に
、講
演
会
や
映
画
上
映
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
７
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

内
容

▽
炭
坑
節
実
演

▽
講
演　
『
炭
坑
と
人
々
〜
山
本
作
兵
衛
さ
ん
の
描

い
た
世
界
〜
』

講
師　

安あ

そ蘇
龍た
つ
お生
さ
ん（
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物

館
館
長
）

▽
映
画
上
映　
「
炭や

ま鉱
に
生
き
る
」

問
い
合
わ
せ
先　
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
２
７
１

（
５
８
４
）１
２
７
３

７月は同和問題啓発強調月間です
すべての人が幸せに生きるために

人権政策課 人権担当 　 （584）1111 （584）1153

成
人
式
の
企
画
・
準
備
・
運
営
に
携

わ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
に
、自
由
な

ア
イ
デ
ア
で
、思
い
出
深
い
成
人
式
を

演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
20
歳
前
後
の
人

（
高
校
生
可
）

活
動
内
容　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容

検
討
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、式

典
の
準
備
・
運
営
ほ
か

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
る

※
申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
込
先　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

syakai@
city.kasuga.fukuoka.

jp

実行委員を募集します
平成25年成人式

社会教育課 社会教育担当 　 （575）4121 （593）7380

日時　平成25年1月14日㈪
午前10時〜正午（予定）

場所　ふれあい文化センター新館ス
プリングホール（大谷6ｰ24）

春日市成人式



K A S U G A         C I T Y11

短冊に願いを込めて七夕の星を見よう
　白水大池公園星の館では、毎月誰でも参加できる観望会を行っています。いずれも申込不要で、参加は無料です。
　初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。ボランティアも随時募集中です。

期日 時間 内容
7月6日㈮〜8日㈰ 午後7時30分〜9時30分 七夕の星を見よう（※）

13日㈮〜15日㈰

午後7時〜9時30分

土星を見よう

20日㈮〜22日㈰ 夏の星座観察会「さそり
座をスケッチしよう」

27日㈮〜29日㈰ 夏の星座観察会「一等星
の色を観察しよう」

開館日　金〜日曜日
開館時間　午後2時〜9時30分
※左記以外にも、通常の天体観測や昼間の太

陽観察などもできます。
また、市ウェブサイトでは、同施設のリーフ
レットや毎月発行している「ほしぞら新聞」、
工作教室などのイベント情報を見ることがで
きます（暮らしの便利帳／学ぶ・楽しむ／白
水大池公園星の館）。

問い合わせ先　白水大池公園星の館
（558）9099　 （558）9023

※7月8日まで、笹飾りを置いています。短冊を飾ることもできるので、
ぜひ来館してください。

　上
かみおおおか

大岡トメさんとの共著「のうだま や
る気の秘密」を書いた脳研究者が、母校で
後輩の高校生たちに語る、脳科学の最前
線。巧妙な脳のシステム。私とは何か。心

はなぜ生まれるのか。
科学の本が苦手な人
も、一気に読める内容
です。面白くて恐ろし
い、そんな1冊です。

ちょっと寄り道〜こんな本もおもしろい〜

　石っこ賢さんと呼ばれるほど、幼いこ
ろから鉱物に親しんだ宮澤賢治。その作
品には鉱物が数多く登場し、魅力の一つ
となっています。天河石の青、水晶の白、

琥
こ は く

珀の黄。科学者が書
いた賢治作品と鉱物
の織り成す世界、文学
と科学の美しい融合
がこの本の大きな魅
力です。

　もうすぐ夏休み。宿題の自由研究のテーマを探しに、たくさんの子どもたちが図書館にやってきます。書店や図書館でいつも
行く書棚は決まっているという人も、この夏は子どもたちにならって、普段行かない書棚へも足を運んでみませんか。「ちょっと
寄り道」で、思いがけない本との出会いが待っているかもしれません。

『野口さん、宇宙ってどんなにおいで

すか?』　　野
の ぐ ち

口聡
そういち

一、大
お お え

江麻
ま り こ

理子／著

朝日新聞出版　538.9ノ【棚59】

『単純な脳、複雑な「私」』

池
いけがや

谷裕
ゆ う じ

二／著

朝日出版社　491.3イ【棚56】

『賢治と鉱物 文系のための鉱物学入

門』　　　　　 加
か と う

藤碵
ひろかず

一、青
あ お き

木正
まさひろ

博／著

工作舎　910.2ミヤ【棚45】

　「宇宙はどんな色?」「宇宙の暮らしや
仕事は?」日本一宇宙が好きになったア
ナウンサーが、憧れの宇宙飛行士・野口さ
んに、宇宙のことを思う存分聞きます。ツ

イッターで話題になっ
た宇宙からの写真も多
数収録。宇宙から見た
人の営みのあれこれ
が、いとおしく胸にせ
まります。

☆ひよこのへや（0歳から）　4日㈬、18日㈬

☆こりすのへや（1歳から）　11日㈬、25日㈬

時間　午前11時〜11時30分

場所　ふれあい文化センター旧館集会室

◎うさぎのへや（3歳から）　 14日㈯、28日㈯

◎らいおんのへや（小学生）　7日㈯、21日㈯

時間　午後3時〜3時30分

場所　市民図書館おはなしコーナー

7月のおはなし会 絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。

未来
に 気!

市民図書館から 問い合わせ先　市民図書館（大谷6ｰ24）
（584）4646　 （584）3900

☆夜ばなしの会（夏）　28日㈯

時間　午後7時〜8時

場所　ふれあい文化セン

ター旧館集会室
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免除・猶予の名称 保険料
（定額1万4980円）

免除・猶予期間の
年金受給額

所得審査
所得基準 審査対象

全額免除 0円 全額納付した場合の
2分の1

審査対象者それぞれの前年所得が
（扶養親族の数+1）×35万円+22万円以下
【目安】
▷4人世帯（夫婦と子2人）の場合、162万円以下
▷2人世帯（夫婦）の場合、92万円以下
▷単身世帯の場合、57万円以下 本人

配偶者
世帯主4分の3免除 3750円 全額納付した場合の

8分の5
審査対象者それぞれの前年所得が
78万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

半額免除 7490円 全額納付した場合の
4分の3

審査対象者それぞれの前年所得が
118万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

4分の1免除 1万1240円 全額納付した場合の
8分の7

審査対象者それぞれの前年所得が
158万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

若年者納付猶予
（30歳未満対象） 0円

年金額として
計算されない

全額免除と同じ基準 本人
配偶者

学生納付特例 0円 半額免除と同じ基準 本人

※4分の3、半額、4分の1免除では、免除になった額の残りの保険料を納めなければ未納の場合と同じ扱いになります。

■国民年金保険料免除・猶予一覧（平成24年度）

経
済
的
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、申

請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
ま

た
は
猶
予（
30
歳
未
満
が
対
象
の
若
年
者

納
付
猶
予
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
、７
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
で
す
。６
月
ま
で
免
除
・
猶
予
を

さ
れ
て
い
た
人
で
、引
き
続
き
制
度
の
適

用
を
希
望
す
る
人
は
、７
月
以
降
、早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、前
年
度
の
申
請
時
に
継
続
審

査
を
併
せ
て
希
望
し
て
い
た
人
で
、免
除
・

納
付
猶
予
承
認
書
に「
継
続
審
査
申
出
受

付
済
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、新
た

な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、現
在
免
除
を
受
け
て
い
な
い
人

の
申
請
も
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
に
は
、納
付
を
猶
予
す
る
制
度「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
申
請
が
必
要
で
、４
月
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。同
制
度
の
利
用
を
今
年

度
も
希
望
す
る
人
や
新
た
に
希
望
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は

不
要
）

▽
学
生
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

▽
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、平
成
24
年
１
月
１
日
に
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
が
発
行
す
る
平
成
24
年

度
所
得
証
明
書（
扶
養
、控
除
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
離
職
日
が
平
成
23
年
３
月
31
日
以
降

で
、失
業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場

合
は
、雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
が

必
要
で
す
。

申
請
先

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

○
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　
「
免
除
」・「
若
年
者
納
付
猶
予
」・「
学

生
納
付
特
例
」の
期
間
は
、10
年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
を
後
か
ら
納
付（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。保
険
料
を
追

納
し
た
場
合
は
、老
齢
基
礎
年
金
額
は

減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌

々
年
度
を
越
え
て
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま

す
。

申
請
先　

南
福
岡
年
金
事
務
所（
福
岡

市
南
区
塩し
お
ば
る原
３
ー
１
ー
27
）

（
５
５
２
）６
１
２
８

（
５
４
１
）７
６
４
９

国民年金保険料「免除」「若年者納付猶予」
平成24年度の受け付け始めます

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141
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現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
薄

緑
色
）の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
被
保
険
者

証（
水
色
）を
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。有
効
期

限
は
、平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、通
常

よ
り
早
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
交

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

は
、新
し
い
被
保
険
者
証（
水
色
）を
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証（
水
色
）

が
届
か
な
い
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割

合
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
は
、１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。毎
年
、

前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、８
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
を

行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、通
常
１
割
で
す
が
、同
じ

世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の
市
町
村

民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、申
請
に
よ
り
１
割
の
自
己

負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

▽
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合
計

額
が
５
２
０
万
円
未
満

▽
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
で
、次

の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未

満

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
つ
い
て

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
平
成
24
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
率
は
、２
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、平
成
24
年
度
に
改
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、保
険
料
が
減
免
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○
保
険
料
の
納
付
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）の
場
合
、申

請
す
る
こ
と
で
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

　

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、7
月
27
日
㈮
ま
で

に
申
請
す
る
と
、10
月
支
給
の
年
金
か
ら
差
し

引
き
が
中
止
さ
れ
、口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
れ
ま
で
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、口
座
振
替
に
変
更
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
社
会
保
険
料
控
除

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、所
得
税
と
住

民
税
の
申
告
の
と
き
、社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場

合
、社
会
保
険
料
控
除
は
、口
座
振
替
で
支
払
っ

た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、世
帯
全
体
の
所

得
税
と
住
民
税
の
負
担
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

被保険者証などを送付します
後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ

国保年金課 医療担当 　 （584）1111 （584）1141

　限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）とは、世帯全員が市町村
民税非課税である人に交付するもの
で、入院または高額な外来診療を受け
る際に減額認定証を医療機関に提示す
ると、医療費の自己負担の限度額や、入
院時の食費、居住費の負担が減額され
る場合があります。
　新たに減額認定証の交付を希望する
場合は、申請手続きが必要です。
申請に必要なもの　印鑑、被保険者証
※収入額などを証明するもの（非課税

証明書など）や入院期間が確認でき
るものが必要になる場合がありま
す。

○8月は減額認定証の更新月です
　現在使用している減額認定証の有
効期限は、7月31日です。
　すでに減額認定証を持っている人
で、平成24年度の市町村民税が非課
税世帯の人には、8月1日からの新し
い減額認定証を7月下旬に送付しま
す。

限度額適用・標準負担額減額
認定証について

保険料は、医療給付費の上昇にともなって高くなります。
被保険者の皆さん一人一人が健康づくりに取り組むことで、医療給付費を抑えることができれば、

結果として保険料を抑えることができます。
皆さんのご協力をお願いします。
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小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ソ
フ
ト
１
０
０

　

柔
ら
か
く
軽
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。能
力
に
合
わ
せ
て

指
導
し
、受
講
生
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り

試
合
が
で
き
る
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま

す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
が
対
象
で

す
。

期
間　

７
月
21
日
〜
９
月
８
日（
毎
週

土
曜
日
）

時
間　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂

川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー
４
ー
１
）

受
講
料　

１
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
８
０
０
円
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、学
校
名
、学
年
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局 

林
は
や
し

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

（
５
８
２
）２
１
５
９（

兼
用
）

参
加
者
募
集

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

市
内
の
中
学
１
年
生
の
男
女
が
対
象

で
す
。

期
日　

８
月
５
日
〜
９
月
16
日
の
８
月

12
日
を
除
く
毎
週
日
曜
日（
計

６
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
費　

２
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
を
含
む
）

定
員　

50
人
程
度

申
込
方
法　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏

名
、生
年
月
日
、性
別
、連
絡
先
、

中
学
校
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟　

宮み
や
も
と本

（
５
８
２
）６
２
８
６（

兼
用
）

m
iyam

oto@
buz.bbiq.jp

夏
休
み
短
期

水
遊
び
教
室
・
水
泳
教
室

○
水
遊
び
教
室

４
歳
〜
小
学
２
年
生（
プ
ー
ル
レ

ッ
ス
ン
会
員
は
３
歳
か
ら
受
講
可

能
）を
対
象
に
、顔
付
け
、水
中
開
眼

な
ど
の
水
慣
れ
を
中
心
に
行
い
ま

す
。

期
日

▽
第
１
期　

８
月
２
日
㈭
〜
４
日
㈯

▽
第
２
期　

８
月
16
日
㈭
〜
18
日
㈯

▽
第
３
期　

８
月
21
日
㈫
〜
23
日
㈭

受
講
料　

１
期
間
３
１
５
０
円（
２

１
０
０
円
追
加
で
も
う
１
期

間
受
講
可
能
、最
大
３
期
ま

で
）

○
水
泳
教
室

幼
児
〜
小
学
生（
１
人
で
浮
け
る

子
ど
も
）を
対
象
に
、体
力
向
上
と
泳

ぎ
の
基
本
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

期
日

▽
第
１
期　

７
月
24
日
㈫
〜
28
日
㈯

▽
第
２
期　

８
月
７
日
㈫
〜
11
日
㈯

受
講
料　

１
期
間
５
２
５
０
円（
４

２
０
０
円
追
加
で
も
う
１
期

間
受
講
可
能
）

募
集
人
数　

１
期
間
40
人（
申
込
先

着
順
）

申
込
方
法　

各
期
の
開
始
日
１
週
間
前

ま
で
に
、直
接
窓
口
で
申
し
込

む

※
受
講
特
典
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
温
水
プ
ー

ル（
ザ
オ
バ
九
州
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
、子
ど
も

の
食
事
が
気
に
な
る
な
ど
、食
生
活
に

関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

７
月
10
日
㈫
、24
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
１
時
間
程
度
）

※
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
募
集

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
指
導
や
手
伝
い
を

行
う
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を

行
い
ま
す
。主
な
活
動
は
、い
き
い
き
プ

ラ
ザ
や
公
民
館
で
行
う
健
康
ウ
ォ
ー
ク

の
指
導
・
運
営
補
助
で
、月
１
回
、バ
ス

研
修
な
ど
メ
ン
バ
ー
同
士
の
親
睦
も
行

い
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

正
し
い
歩
き
方
・
靴
の
選
び
方
・

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
講

話
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
実
技

申
込
方
法　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

市
食
生
活
改
善
推
進
会

親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
や
一
人
で

食
事
を
す
る
子
ど
も
が
増
え
、食
生
活

の
乱
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
１
日
、親
子
で
食
材
に
触

れ
、一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
で
、食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
２
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

大
人
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。弟
妹
児
の
参

加
に
つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
親
子
の

氏
名
、子
ど
も
の
学
年
、住
所
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

※
託
児（
１
歳
〜
未
就
学
児
対
象
、要
予

約
、試
験
日
の
託
児
な
し
）も
あ
り
ま

す
。

申
込
方
法　

８
月
８
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

込
書（
同
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
未

来
課
窓
口
、ま
た
は
ウ
ェ
ブ
上

で
入
手
）を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱

11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

http://fukuoka-kenboren.jp

募
集
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
生

　

交
通
遺
児
育
英
会
は
、道
路
で
の
交

通
事
故
に
よ
る
保
護
者
な
ど
の
死
亡
や

重
い
後
遺
障
害
に
よ
り
経
済
的
な
理
由

で
修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
生

徒
・
学
生
に
、奨
学
金
を
無
利
子
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
に
高
等
学
校
な
ど
に
進
学

予
定
の
人
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
育
英
会

０
１
２
０（
５
２
）１
２
８
６

０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
３

０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
５

http://w
w

w
.kotsuiji.com

▽
８
月
26
日
㈰
・
９
月
２
日
㈰

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条
３
ー
１
ー
１
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
10

分

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人（
申
込
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
㈱

（
４
８
２
）７
０
０
６

（
４
８
２
）０
４
５
３

母
子
家
庭
の
た
め
の
就
業
支
援

医
療
事
務
２
級
講
習
会

　

医
科
２
級
医
療
事
務
実
務
能
力
認
定

試
験
合
格
に
向
け
て
、必
要
な
知
識
と

技
能
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
、資

格
を
生
か
し
求
職
や
転
職
を
希
望
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

期
間　

９
月
１
日
㈯
〜
11
月
10
日
㈯

（
祝
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
・
９

日
間
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

試
験
日　

11
月
18
日
㈰

受
講
料　

無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト

代
１
万
７
４
０
０
円
程
度
は
自

己
負
担
）

定
員　

20
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、定
員
の
半
数
以
下
の
場

合
は
中
止
）

８
０
２
０
運
動

高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰

　

筑
紫
歯
科
医
師
会
は
、４
月
１
日
現

在
、80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
残
っ
て
い
る
筑
紫
地
区
在
住
の
人
を

対
象
に
、無
料
の
歯
科
検
診
を
行
い
、記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、無
料
検
診
を
受
け
た
人
で
口

の
健
康
状
態
が
優
良
と
歯
科
医
師
が
判

断
し
た
場
合
、上
位
２
人
を
、県
歯
科
医

師
会
が
実
施
す
る「
高
齢
者
よ
い
歯
の

表
彰
」へ
推
薦
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、80
歳
ま
で
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
残
す｢

８
０
２
０
運
動｣

の
一
環

と
し
て
行
う
も
の
で
す
。奮
っ
て
歯
科

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月
９
日
㈪
〜
23
日
㈪

※
各
歯
科
医
院
の
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

同
会
会
員
の
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ
先　

同
医
師
会（
春
日
原

北
町
１
ー
３
ー
６
）

（
５
７
２
）８
２
１
１

（
５
７
２
）６
２
４
２

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
に

専
門
の
医
師
が
無
料
で
応
じ
ま
す（
要

予
約
）。家
族
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時　

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
不
眠
、気

に
な
る
言
動
、精
神
科
治
療

を
中
断
し
て
い
る
な
ど

○
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

お
酒
を
や
め
た
い
、や
め
さ

せ
た
い
な
ど

○
思
春
期
相
談

日
時　

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

学
校
を
長
く
休
ん
で
い
る
、

家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
な

ど

場
所　

同
事
務
所（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎

内
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

３
原
則
を
守
り

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

高
温
多
湿
の
日
本
の
夏
は
、食
中
毒

菌
に
と
っ
て
絶
好
の
環
境
で
す
。

　

食
中
毒
は
飲
食
店
で
発
生
す
る
と
考

え
が
ち
で
す
が
、家
庭
で
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

生
の
肉
や
内
臓
は
新
鮮
な
も
の
で
も

Ｏ
１
５
７
な
ど
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が

発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
人

は
、よ
く
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、牛
の
レ
バ
ー
な
ど
内
臓
は
生

で
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
３
原
則

▽
つ
け
な
い（
清
潔
）

　

手
と
調
理
器
具
は
い
つ
も
清
潔
に

▽
増
や
さ
な
い（
迅
速
）

食
品
は
す
ぐ
に
冷
却
、す
ば
や
く
解

凍
▽
殺
す（
加
熱
）

　

し
っ
か
り
中
ま
で
加
熱

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
食
品
衛
生

係

（
５
１
３
）５
５
８
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

受
講
者
募
集

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

　

県
市
町
村
振
興
協
会
は
、家
庭
で
介

護
を
し
て
い
る
人
や
、そ
の
方
法
に
つ

い
て
学
び
た
い
人
を
対
象
に
し
た
講
座

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
８
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯

筑
紫
野
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

カ
ミ
ー
リ
ア（
筑
紫
野
市
岡お

か
だ田
３
ー

11
ー
１
）
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太
宰
府
特
別
支
援
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

同
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
理
解

啓
発
と
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
材
育
成
の
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
に
は
同
校
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
も
ら
い
、行
事

な
ど
で
の
活
動
の
援
助
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象　

特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る

大
学
生
、専
門
学
校
生
な
ど

日
時　

７
月
18
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
50
分
〜
正
午

場
所　

同
校
交
流
ホ
ー
ル（
太
宰
府
市

大お
お
ざ
の

佐
野
５
５
７
ー
１
）

内
容　

校
内
見
学
、講
習（
同
校
の
教
育

活
動
、障
が
い
児
・
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
と
関
わ
り
方
な

ど
）

申
込
方
法　

７
月
17
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校

（
９
２
４
）５
０
５
５

（
９
２
４
）５
０
８
９

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
大
野
城
市
白し
ら
き木

原ば
る

３
ー
５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎

内
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
１
３
）５
５
８
３

（
５
１
３
）５
５
９
８

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
店
を
募
集

　

県
民
、事
業
者
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
、

ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、10
月

に
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、レ

ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

取
組
事
例

▽
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
人
に
、

ス
タ
ン
プ
な
ど
の
特
典
を
与
え
る

▽
レ
ジ
袋
不
要
カ
ー
ド
を
作
成
す
る

▽｢

レ
ジ
袋
は
必
要
で
す
か
」な
ど
の
声

掛
け
を
行
う

申
込
方
法　

７
月
24
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

郵
送
の
い
ず
れ
か
で「
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
申
込
書
」を
提
出

す
る

※
参
加
申
込
書
は
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
循
環
型
社

会
推
進
課（
〒
821
ー
８
５
７
７

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

評
議
員
･
役
員
研
修
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
の
施
策
な
ど

に
つ
い
て
の
研
修
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、会
員
以
外
の
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
予

定

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６
研

修
室
Ａ
Ｂ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※
託
児（
無
料
）を
希
望
す
る
人
は
、７

月
25
日
㈬
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
事
務
局（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

fm
c-shienbanku@

axel.ocn.
ne.jp

筑
紫
地
域
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

　

が
ん
や
難
病
な
ど
で
緩
和
ケ
ア
を
受

け
な
が
ら
在
宅
療
養
を
希
望
す
る
患
者

や
家
族
、支
援
す
る
関
係
機
関
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
土
・
日
曜
日
、祝

日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

福
岡
市
博
多
区
東ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー

７
）

（
６
４
３
）３
３
７
１

（
６
４
３
）３
３
７
７

recycle@
pref.fukuoka.lg.jp

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

c03/shop2012.htm
l

親
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
豆
腐
を
作
っ
て
み
よ
う
」

　

親
子
で
豆
腐
を
作
り
な
が
ら
、地
産

地
消
な
ど
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

　

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
対

象
で
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
人
６
０
０
円（
材
料
費
）

定
員
　
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者
20
人

（
先
着
申
込
順
）

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
全
員
の

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど

も
の
年
齢
を
伝
え
る

※
持
っ
て
く
る
物
な
ど
、詳
し
く
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境

計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp

参
加
者
募
集

夏
休
み
水
辺
教
室

　

身
近
な
川
で
水
生
生
物
を
観
察
し
、

楽
し
み
な
が
ら
自
然
の
様
子
を
調
べ
ま

す
。夏
休
み
の
自
主
研
究
に
も
最
適
で

す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

７
月
21
日
㈯（
少
雨
決
行
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

牛う
し
く
び頸
川
、春
日
野
小
学
校
多
目

的
教
室（
春
日
公
園
４
ー
１
ー

１
）

定
員　

40
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
希
望
者
全

員
の
住
所
、氏
名
、学
年
、電
話

番
号
を
伝
え
る

※
受
付
後
、詳
細
な
案
内
を
送
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境

計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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情報ひろば

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学

生
以
上
の
人

日
時　

８
月
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
本
署
救
急
係

（
５
８
４
）１
１
９
９

（
５
８
４
）１
１
６
１

世
界
の
料
理
教
室

カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理

　　

カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理
店
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
に
よ
る
料
理
教
室
で
す
。

日
時　

７
月
22
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費
　
一
般
１
２
０
０
円
、会
員
６

０
０
円

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈰
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
の
い
ず

れ
か
で
氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
国
際
交
流

協
会（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷

６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ

ー
団
体
連
絡
室
内
）　

高た
か
だ田

０
９
０（
５
０
２
５
）７
７
６
６

（
５
９
３
）５
８
９
３

夏
場
の
省
エ
ネ
を
目
指
し
て

省
エ
ネ
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か

○
う
ち
エ
コ
診
断

環
境
省
は
、各
家
庭
の
年
間
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
や
光
熱
費
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
な
ど
に
つ
い
て
診
断
し
、各

家
庭
に
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
対
策
を
無

料
で
提
案
し
て
い
ま
す
。

診
断
方
法

①
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る

②
う
ち
エ
コ
診
断（
訪
問
診
断
、窓
口

診
断
、会
場
診
断
の
い
ず
れ
か
）を

受
診
し
、省
エ
ネ
対
策
を
提
案

③
実
施
状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
６
７
４
）２
３
６
０

（
６
７
４
）２
３
６
１

○
会
社
を
丸
ご
と
省
エ
ネ
診
断

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
専
門

家
が
、ビ
ル
や
工
場
を
診
断
し
、電
力

や
燃
料
、熱
な
ど
総
合
的
な
省
エ
ネ

診
断
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
電
力
の
削
減
に
テ
ー
マ

を
絞
っ
た「
節
電
診
断
サ
ー
ビ
ス
」も

新
た
に
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
者
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

一
般
財
団
法
人
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
省
エ

ネ
・
節
電
診
断
サ
ー
ビ
ス
診

断
指
導
部

０
３（
５
５
４
３
）３
０
１
６

０
３（
５
５
４
３
）３
０
２
１

改
正
さ
れ
ま
し
た

水
質
汚
濁
防
止
法

　

地
下
水
汚
染
の
未
然
防
止
の
た
め
、

水
質
汚
濁
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、６
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、有
害
物
質（
水
質

汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
２
条
に
掲
げ

る
、重
金
属
、農
薬
及
び
揮
発
性
有
機
化

合
物
等
の
28
物
質
）を
含
む
液
状
の
物

を
貯
蔵
す
る
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
場

合
は
、県
知
事
な
ど
へ
の
事
前
の
届
け

出
と
構
造
な
ど
に
関
す
る
基
準
の
遵
守

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

（
５
１
３
）５
６
１
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

救
急
法
基
礎
講
習

　

病
気
や
け
が
、災
害
か
ら
自
分
自
身

を
守
り
、け
が
人
や
急
病
人
を
正
し
く

救
助
し
、医
師
ま
た
は
救
急
隊
員
な
ど

に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
・
応
急
手
当

の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

受
講
資
格　

満
15
歳
以
上
で
講
習
に
耐

え
得
る
体
力
が
あ
り
、心
身
共

に
健
康
な
人

日
時　

８
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠
３

ー
１
ー
１
）

費
用　

１
５
０
０
円（
教
材
費
、保
険

料
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）に
、ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
受
講
希
望

会
場
、日
程
、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、職
業
、

連
絡
先（
必
ず
連
絡
が
と
れ
る

電
話
番
号
）を
伝
え
る

※
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
復
信
表
面
に

自
分
の
住
所
、氏
名
を
、フ
ァ
ッ
ク
ス

の
場
合
は
返
信
先
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
を
、そ
れ
ぞ
れ
追
記
す
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
救
急

法
講
習
会
申
込
係（
〒
815
ー
８

５
０
３
福
岡
市
南
区
大お
お
ぐ
す楠
３
ー

１
ー
１
）

（
５
２
３
）１
１
７
２

（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w

w
.fukuoka.jrc.or.jp/

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。筆
記
・
実
技
試
験
も
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

10％以上の削減目標
「節電にご協力を」

　原子力発電所の運転停止に伴い、今夏の
電力需給は極めて厳しい状況となることが
予想されます。
　エアコンの設定温度を28℃に設定する、
不要な照明は小まめに消すなどの節電をお
願いします。
期間　7月2日㈪〜 9月7日㈮の平日（8月
13日〜15日を除く）

時間　午前9時〜午後8時
削減目標　2010年夏比10％以上
※特に、ピーク時間帯（午後1時〜 5時）の
重点的節電をお願いします。
問い合わせ先　九州電力㈱
福岡南営業所
（928）6824
（928）6904
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ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」講
座

　
○
マ
マ
の
た
め
の
笑
顔
塾

夏
休
み
に
テ
レ
ビ
漬
け
・
ゲ
ー
ム

漬
け
に
な
ら
な
い
た
め
の
親
子
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。親

の
み
、小
学
生
以
上
の
子
ど
も
の
み

の
参
加
も
可
能
で
す
。

日
時　

７
月
24
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

１
０
０
０
円（
資
料
代
含

む
）

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
、上
履

き

申
込
期
限　

７
月
21
日
㈯

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
＆

勉
強
会

講
話｢

食
源
病
は
い
つ
ま
で
続
く｣

と
料
理
実
習（
玄
米
ハ
ン
バ
ー
グ
、玄

米
ス
ー
プ
他
）を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
28
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

※
午
前
中
の
勉
強
会
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

参
加
費　

３
０
０
０
円（
勉
強
会
の

み
５
０
０
円
）

定
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、持
ち
帰
り
用
容
器
、筆
記

用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

７
月
24
日
㈫

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、窓
口

の
い
ず
れ
か
で
希
望
講
座
名
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen

参
加
者
募
集

漬
物
講
習
会

　

矢や
し
た下
善よ
し
お生
さ
ん（
お
宝
文
化
人
）に
よ

る
漬
物
講
習
会
で
す
。

　

健
康
に
良
い
低
塩
漬
物
の
作
り
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

カ
ボ
チ
ャ
昆
布
漬
、か
す
漬
け
、

漬
物
ご
飯

定
員　

36
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、布
巾
、皮
む
き
器
、ビ
ニ
ー

ル
袋
５
枚
、筆
記
用
具

申
込
方
法　

７
月
３
日
㈫
以
降
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

郵
便
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
漬
物

名
人
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

（
〒
816
ー
０
８
４
５
白
水
ヶ
丘

３
ー
37
樽
味
屋
内
）

（
５
７
４
）７
９
８
９

（
５
７
４
）８
０
０
４

yashita@
tarum

iya.com
夏
休
み

子
供
緑
の
教
室

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、子
ど
も
た
ち

が
緑
を
体
感
し
緑
の
大
切
さ
を
学
習
す

る「
子
供
緑
の
教
室
」を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
時　

８
月
11
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

内
容　

木
の
葉
の
観
察
と
標
本
づ
く
り

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
４
日
㈯（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
保
護
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、子
ど

も
の
氏
名
・
学
年
を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
緑
化
セ
ン

タ
ー
管
理
事
務
所「
子
供
緑
の

教
室
」係（
〒
839
ー
１
２
１
３

久
留
米
市
田
主
丸
町
益ま

す
お
だ

生
田

１
１
２
５
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

子
ど
も
歴
史
ク
ラ
ブ

土
器
・
土
笛
つ
く
り
体
験

　

粘
土
で
土
器
や
土
笛
を
作
り
、参
加

者
で
作
り
あ
げ
た
泥
窯
で
作
品
を
焼
き

ま
す
。古
代
人
の
生
活
の
知
恵
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
８
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯

時
間　

各
午
前
９
時
〜
正
午

※
土
器
は
、９
月
29
日
㈯
に
行
う
奴
国

の
丘
フ
ェ
ス
タ
で
焼
き
ま
す
。

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

参
加
費　

１
０
０
円

定
員
　
各
30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法　

７
月
18
日
㈬
〜
８
月
24
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

年
齢
、住
所
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

商
業
・
工
業
簿
記

２
級
講
座

　

日
商
簿
記
２
級
の
基
礎
理
論
・
記
帳

能
力
・
株
式
会
社
の
財
務
諸
表
の
作
成

お
よ
び
検
定
試
験
の
出
題
傾
向
と
問
題

の
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
講
座
で
す
。

期
間　

８
月
２
日
㈭
〜
11
月
13
日
㈫

毎
週
火
・
木
・
隔
週
土
曜
日（
計

37
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

２
万
円（
商
工
会
員
は
１
万

８
０
０
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
を
含
み
ま
す
。

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

（
５
８
１
）３
４
１
２

（
５
８
１
）３
７
０
３
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困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月～金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～4時
場　所　市消費生活センター（光町1-73）☎（584）1155（直通）

詐欺的「サクラサイト商法」に注意
○相談事例1

　無料のＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）で好きなタ
レントのページにリンクをはって利用していた。すると、そのタレント
から直接メッセージが届き、「事務所に内
緒なので、別サイトでやりとりしたい」と別
のサイトに誘導された。メール交換のため
のポイント購入で260万円支払ったが、
だまされたのだろうか。

○相談事例2
　高収入の人と連絡先を交換できるというメールが届きサイトに
登録した。すると、「800万円を援助する」というメールが届いた。
援助を受けるための手続きとして数千円を振り込んだが、その後、
数十万円の請求をされるようになり、３日間で約180万円を振り込
んでしまったが、収入を得られなかった。

○ひとこと助言
　サクラサイト商法とは、サイト業者に雇われた“サクラ”が異性や
芸能人などに成り済まして、消費者のさまざまな気持ちを利用し、
メール交換などの有料サービスを利用させ、その度にお金の支払
いを続けさせるサイトの手口をいいます。このようなメールが届いた
場合やおかしいと思った場合は、お金を支払う前に消費生活セン
ターに相談してください。

に
、慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳

以
下
で
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
人

▽
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
遺
族（
配
偶
者（
再
婚
し

た
人
を
除
く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉

妹
）

▽
弾
力
的
運
用
の
者（
戦
没
者
の
孫
、参

加
す
る
遺
族（
子
・
兄
弟
姉
妹
）の
配

偶
者
、お
い
、め
い
）

※
自
費
参
加
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。

期
間　

12
月
５
日
㈬
〜
12
日
㈬

募
集
人
員　

15
人

※
期
間
、人
員
に
つ
い
て
は
、変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
25
日
㈬
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
必
要
書
類
の
提
出
を
依
頼
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

多
重
債
務
者
の
生
活
再
生

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
無
料
相
談

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
ふ

く
お
か
は
、県
と
共
同
で
多
重
債
務
や

家
計
管
理
の
助
言
・
指
導
な
ど
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
再
生
中
の
や
む
を
得
な

い
臨
時
的
な
出
費
に
対
す
る
貸
し
付
け

も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時　

月
〜
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
ふ
く

お
か
生
活
再
生
相
談
室（
福
岡

市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
１
ー
５
ー

１
カ
ー
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
博
多

内
）

（
４
８
２
）７
７
８
８

（
４
８
２
）７
７
７
４

社
労
士
に
よ
る

労
働
・
年
金
の
無
料
相
談

　

労
働
問
題
や
年
金
に
つ
い
て
、社
会

保
険
労
務
士
が
電
話
ま
た
は
面
談
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時

▽
毎
週
火
・
木
曜
日

　

正
午
〜
午
後
６
時

▽
毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話　

（
４
１
４
）４
８
６
４

場
所　

県
社
会
保
険
労
務
士
会（
福
岡

市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
２
ー
５
ー

28
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

（
４
１
４
）８
７
７
５

（
４
１
４
）８
７
８
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
食
品
表
示
巡
回
員

　

消
費
者
向
け
の
全
て
の
飲
食
料
品
に

は
、消
費
者
が
正
し
い
情
報
を
基
に
食

品
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、食
品
表
示

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
食
品
表
示
が
正
し
く
分
か
り
や

す
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、毎
日
の
買
い

物
の
中
で
観
察
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
満
20
歳
以
上

▽
県
内
に
居
住
し
日
常
生
活
の
中
で
買

い
物
を
行
っ
て
い
る

▽
食
品
表
示
に
関
心
が
あ
る

▽
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
巡
回
活
動

が
実
施
可
能

定
員　

１
６
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈫

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
食
の
安
全
・
地
産

地
消
課
食
の
安
全
係

（
６
４
３
）３
５
１
８

（
６
４
３
）３
５
７
３

shokuchi@
pref.fukuoka.lg.jp

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、北
ボ
ル
ネ
オ

戦
域
で
の
戦
没
者
の
遺
族
な
ど
を
対
象

ご
相
談
く
だ
さ
い
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夏
休
み

不
思
議
発
見「
小
石
原
へ
Ｇ
Ｏ
！
」

　

専
門
家
と
一
緒
に
小
石
原
の
伝
統
文

化
や
自
然
に
触
れ
、カ
ッ
プ
や
プ
レ
ー

ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

日
時　

８
月
２
日
㈭

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

集
合
場
所　

市
社
会
福
祉
協
議
会（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

参
加
費　

１
人
２
５
０
０
円（
陶
芸
体

験
代
・
資
料
代
・
バ
ス
代
）

定
員　

24
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

弁
当
、飲
み
物
、筆
記

用
具
、タ
オ
ル

申
込
方
法　

７
月
13
日
㈮
ま
で
に
、フ

ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
・

学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

knet-ksg@
csf.ne.jp

外
国
人
と
の
日
本
語
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
で
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
外

国
人
と
、日
本
語
で
交
流
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
は
高
校
生
か
ら
55
歳
ま
で
の
市

民
で
、長
期
休
暇
の
時
だ
け
活
動
可
能

な
学
生
も
登
録
で
き
ま
す
。

交
流
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ｃ（
原
町
３
ー
１

ー
７
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
面
接
と
研
修
の
期
日
な
ど
は
、申
し

込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
サ
ポ

ー
タ
ー
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
古ふ

る
か
わ川

（
５
８
６
）５
８
０
７（

兼
用
）

０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
と
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
で
授
業
を
行
う
、国
が
つ
く
っ
た
通

信
制
の
大
学
・
大
学
院
で
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
な
ど
幅
広
い
分

野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅
の
テ
レ

ビ
で
学
べ
ま
す
。

　

15
歳
以
上（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以

上
）で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
、学
士

（
教
養
）の
学
位
が
取
れ
ま
す
。

　

短
大
、専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入

学
で
き
、入
学
時
期
は
４
月
と
10
月
の

年
２
回
で
す
。

募
集
期
限　

８
月
31
日
㈮

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
７
３
）１
３
６
５

（
４
７
３
）１
３
６
２

消
費
生
活
専
門
相
談
員

資
格
認
定
試
験（
第
１
次
試
験
）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、消
費
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。こ
の
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
受
け
る「
消
費
生
活
相
談
員
」に
な

る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

９
月
29
日
㈯

場
所　

県
内
他
26
カ
所
か
ら
選
択

申
込
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
８
月
６
日

㈪

手
数
料　

１
万
１
２
６
０
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー

０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５

０
３（
３
４
４
３
）７
８
６
９

http://w
w

w
.kokusen.go.jp/

shikaku/shikaku.htm
l

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。合
格
す
る
と
、実
務
研
修
受
講

後
に
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
28
日
㈰

場
所　

福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
七な

な

隈く
ま

）な
ど

申
込
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
配
布
期
間　

７
月
31
日
㈫
ま
で

申
込
書
配
布
場
所（
主
な
配
布
場
所
）

▽
市
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）

▽
各
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所

▽
福
岡
市
情
報
プ
ラ
ザ（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
市
役
所
１
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
介
護
支
援

専
門
員
協
会

（
４
３
１
）４
５
８
５

（
４
３
１
）４
５
７
７

http://fukuoka-cm
.jp/

平
成
24
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
は
、「
平
成
24
年
度
国
家
公
務

員
採
用
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）、

一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験
・
係
員
級
）、

お
よ
び
税
務
職
員
採
用
試
験
」を
行
い

ま
す
。

受
験
資
格

○
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

①
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
人

○
一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験
・
係
員

級
）

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人（
高
卒
者
試
験
の
①
に
規
定
す

る
期
間
が
経
過
し
た
人
お
よ
び
人
事

院
が
当
該
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

に
限
る
）

○
税
務
職
員
採
用
試
験

①
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず

る
と
認
め
る
人

受
付
期
間

▽
ウ
ェ
ブ

　

７
月
５
日
㈭
ま
で

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫

一
次
試
験
日　

９
月
９
日
㈰

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院

九
州
事
務
局（
〒
812
ー
０
０
１

３
福
岡
市
博
多
区
博は
か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
２

ー
11
ー
１
）

（
４
３
１
）７
７
３
３

（
４
７
５
）０
５
６
５

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

採
用
情
報
ナ
ビ

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
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夏
は
、薄
着
や
窓
を
開
け
た
ま

ま
の
就
寝
な
ど
、性
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
や
す
い
季
節
で
す
。

　

市
内
で
は
、過
去
３
年
連
続
で

性
犯
罪
が
増
加
し
て
お
り
、注
意

が
必
要
で
す
。

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

▽
人
通
り
の
少
な
い
道
や
暗
い
道

は
避
け
、遠
回
り
で
も
明
る
い

道
を
歩
く

▽
携
帯
電
話
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
使
用
し
な
が
ら
歩
か
な
い

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
、す
ぐ

に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

▽
家
に
入
る
前
に
は
周
囲
に
不
審

者
が
い
な
い
か
確
認
し
、入
っ

た
ら
す
ぐ
に
鍵
を
か
け
る

▽
就
寝
前
に
は
、玄
関
や
窓
の
施

錠
を
確
認
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課

地
域
づ
く
り
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

平
成
24
年
度

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
認
定
す

る
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は
就
学

義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た
人
で
、平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る

人
で
、そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に

中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
人

③
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人（
①
④
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
が
な
く
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

受
付
期
間　

８
月
17
日
㈮
〜
９
月
４
日

㈫

試
験
日　

11
月
１
日
㈭

試
験
科
目　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

外
国
語（
英
語
）

※
出
願
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
教
育
庁
教
育
振
興

部
義
務
教
育
課
学
事
係

（
６
４
３
）３
９
０
９

（
６
４
３
）３
９
１
２

平
成
24
年
度
業
務
改
善
助
成
金

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

　

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給
を
、計

画
的
に
８
０
０
万
円
以
上
に
引
き
上
げ

る
中
小
企
業
に
対
し
て
、賃
金
引
き
上

げ
の
た
め
の
業
務
改
善
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
１
０
０
万
円
）を
支
給
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、福
岡
労
働
局
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

（
４
１
１
）４
５
７
８

（
４
１
１
）２
６
３
３

http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

中
小
企
業
の
皆
さ
ん

「
経
営
革
新
」に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

市
商
工
会
は
、「
経
営
革
新
」に
取
り

組
む
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
計
画
書
作

成
か
ら
県
へ
の
申
請
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
指
導
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
計
画
を
立

て
、そ
の
計
画
書
を
県
に
提
出
し
認
定

を
受
け
る
と
、低
金
利
融
資
や
そ
の
他

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
。

経
営
革
新
と
は

▽
新
た
な
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産

▽
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
ま
た
は
提

供
▽
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は
販
売
方

式
の
導
入

▽
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
方
式
の
導

入
そ
の
他
新
た
な
事
業
活
動

問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会
経
営
革
新

担
当

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

info@
kasuga21.com

知
っ
て
い
ま
す
か

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護
制
度

○
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　

保
護
者
が
自
動
車
事
故
で
死
亡
、

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害（
自
賠
法

３
級
以
上
）と
な
っ
た
被
害
者
の
家

庭
の
遺
児
な
ど
の
健
全
な
育
成
を
図

る
た
め
、育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童

貸
付
金

▽
一
時
金　

15
万
５
０
０
０
円

▽
月
額　

２
万
円

▽
入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
月
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で

返
還
方
法　

20
年
以
内
の
均
等
払
い

（
月
払
い
）

※
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
者
は
そ
の

間
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、脳
、脊せ

き
ず
い髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
重
度
後
遺
障
害
者
を
抱
え
る
家

族
の
精
神
的
・
肉
体
的
・
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、介
護
料
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構

（
４
５
１
）７
７
５
１

（
４
５
１
）７
７
５
３

７
月
21
日
利
用
開
始

福
岡
都
市
高
速
環
状
線

　

福
岡
高
速
の
１
号
線
と
福
岡
高
速
５

号
線
が
接
続
し
、７
月
21
日
㈯
か
ら
都

市
高
環
状
線（
全
長
35
㎞
）が
利
用
で
き

ま
す
。

　

交
通
分
散
に
よ
る
渋
滞
緩
和
や
経
路

の
選
択
肢
が
増
え
る
な
ど
、都
市
高
速

が
一
層
便
利
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
総
務
課

（
６
３
１
）３
２
８
２

（
６
３
１
）３
２
８
７

http://w
w

w
.fk-tosikou.or.jp/
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白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくださ
い。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。7月1日（日）午前10時以降に申し込ん

でください。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によって
は市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合
わせてください。

7月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け） 午前11時〜11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：19日㈭　▶白水：4日㈬
▶光町：18日㈬　▶毛勝：11日㈬ 　午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上） ▶須玖：12日㈭、13日㈮

3日（火） すくすく育児相談　午前10時〜正午
4日（水） ヨチヨチ広場（七夕会）　午前11時〜正午

※参加はいずれか1日のみ5日（木）

7日（土） おはなし広場（七夕会）　午後2時〜3時
14日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

15日（日）
楽しいクッキング（なつのさっぱりひやしめん）
午前10時15分〜正午、10人、100円 

20日（金）

ちゃぷちゃぷ水遊び　午前10時30分〜11時10分、午前
11時20分〜正午 、2歳以上、各先着30組
※水着着用（オムツ、水遊びオムツ不可）

ウォーターバトル　午後2時〜3時
26日（木） 県青少年科学館に行こう！★　8時30分〜午後4時30分 
29日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

1日（日） かんたん工作（たなばた飾り）　午後2時〜3時

3日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

4日（水）
ヨチヨチ七夕会（0〜1歳向け）
午前11時〜11時40分、10円
マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

5日（木） ニコニコ七夕会　午前10時30分〜11時30分、10円
※参加はいずれか1日のみ6日（金）

10日（火） 7月生まれのお誕生会＆おはなし会　午前11時〜11時30分
11日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

12日（木）
プールで水あそび（幼児向け）　午前10時30分〜11時30
分（受付：〜午前10時15分）、2歳以上、先着30組
※水着持参（オムツ、水遊び用オムツ不可）

14日（土）
遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

18日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

21日（土）
かんたんクッキング（かんたん!!どらやき）
午前10時30分〜正午、10人、150円 

25日（水）
おばけやしき
午前10時〜11時30分、午後1時〜2時30分、午後3時〜4
時30分、各150人　※受付は各終了時間の10分前まで

27日（金） 県青少年科学館に行こう！★　8時45分〜午後4時15分 
28日（土） トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

3日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

4日（水） ニコニコ七夕会（2歳以上）　午前10時30分〜11時30
分、10円　※参加はいずれか1日のみ5日（木）

6日（金）
ヨチヨチ七夕会（0〜1歳向け）
午前11時〜11時40分、10円

7日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
8日（日） けかつDE七夕まつり　午後2時〜3時

12日（木）
じゃぶじゃぶ水遊び（幼児向け）　午前10時30分〜11時
30分（受付：午前10時15分〜）、2歳以上、先着30組
※水着持参（オムツ、水遊び用オムツ不可）

14日（土）
作ってあそぼう（キラキラ♪夏モビールを作ろう！）
午後2時〜3時、先着12人

15日（日）
かんたんクッキング（ごまだんご）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

20日（金）
おはなし・だいすき・7月生まれのお誕生会
午前11時〜11時30分

22日（日） めざせ！ツイスターキング☆　午後2時〜3時
27日（金） 県青少年科学館に行こう！★　午前8時30分〜午後4時 
28日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

3日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

5日（木） ニコニコ七夕会（2歳以上）　午前10時30分〜11時30
分、10円　※参加はいずれか1日のみ6日（金）

12日（木）
ニコニコ水遊び（2歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付：午前10時15分〜）、先着30組
※水着持参（オムツ、水遊び用オムツ不可）

14日（土）
小学生水合戦　午後2時〜3時、先着20人、濡れてもいい服
装で着替え・タオルを持参　※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

21日（土）
トワイライトゾーンSP（スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上

26日（木） 県青少年科学館に行こう！★　午前8時45分〜午後4時 

28日（土）
わくわくクッキング（シュワシュワ白玉フルーツポンチ）
午前10時30分〜正午、12人150円 

今月の休館日

2日㈪、9日㈪
16日㈪、17日㈫
23日㈪、24日㈫

30日㈪

★県青少年科学館に行こう！
　集合・帰着場所：各児童センター、12人、弁当•水筒持参 
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市の人口　 5/31 現在

◎総人口  110,666人
（前月比+77）

女 　56,874人

男　 53,792人

◎世帯数  45,254世帯

◎増     ●転入    518人

　　 ●出生    104人

  ●その他     2人

◎減        ●転出    458人 

●死亡      51人

　　　　 ●その他　38人

黒
くろ

田
だ

 結
ゆ い か

花ちゃん（伯玄町）
平成21年7月2日生

三
み

浦
うら

 唯
ゆ い と

斗ちゃん（日の出町）
平成23年7月6日生

大
おお

野
の

 隼
しゅんいち

市ちゃん（下白水南）
平成22年7月5日生

松
まつ

尾
お

 優
ゆ り

里ちゃん（若葉台西）
平成23年7月12日生

斉
さい

田
た

 志
し ほ み

穂美ちゃん（紅葉ヶ丘西）
平成23年7月13日生

7月前期

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
１
日
㈬（
消
印

有
効
）ま
で
の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所   

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／10時〜16時／市
役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人
◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／13時〜16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日
8時30分以降の平日に電話予約／先着6人
◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／13時〜15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人
◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／18時〜20時／福岡南総合相談センター
悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155　 （584）1181
月〜金曜日／10時〜16時／男女共同参画・消費生活センター
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1201　 （584）1181
第3金曜日／13時〜16時／男女共同参画・消費生活センター／上記の
市消費生活相談で事前相談の上予約
◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月〜金曜日：9時〜16時30分／日曜日：10時〜16時（電話相談のみ）
／福岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）
暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時〜16時／春日市社会福祉センター4階
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所
月〜金曜日：8時30分〜17時15分／水曜日：17時15分〜20時（夜間電話相談）／
福岡西総合庁舎5階／労働相談：☎（735）6149／子育て就職支援：☎（725）4034
子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　 （584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　
▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931／月〜金曜日／9時〜16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時〜15時／第2・4水曜日：18時30分〜20時30分
児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は夜間・休日なども受付
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜金曜日／ 10時〜17時／ちくし女性ホットライン
◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は
18時〜20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／10時〜15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／ 8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
◆福岡県弁護士会子どもの権利110番　☎（752）1331
毎週土曜日／ 12時30分〜15時30分（電話相談）
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分／福岡県警察
心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343／24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343
月〜金曜日：9時〜18時／土曜日：9時〜13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／24時間
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　福岡県社会福祉協議会（クローバープラザ内）　
▷一般相談／☎（584）3344／月曜日を除く毎日／9時〜16時
▷法律相談／☎（584）3344／毎週水曜日／13時〜16時／要予約
▷認知症相談／☎（584）3317／火・木・金・土曜日／10時〜16時
◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／月〜金曜日／8時30分〜17時
☎（589）6227　 （589）6228

▷南地域包括支援センター／月〜金曜日／8時30分〜17時
☎（595）8188　 （595）6069

交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270
月〜金曜日／13時〜16時／福岡県弁護士会交通事故被害者サポートセンター
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111　 （584）1142
第4火曜日／10時〜15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830
月〜土曜日／10時〜17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー
県行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆県民相談室　☎（643）3333
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡県庁内
◆筑紫保健福祉環境事務所（総合相談窓口）　☎（513）5610
月〜金曜日／8時30分〜17時15分
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　東日本大震災で被災した多くの自治体
のウェブサイトが閲覧できない事態に陥っ
た中、情報を発信し続けた自治体があった
ことを広報研修で知った▶被災にあった宮
城県大崎市はウェブサイトの復旧に時間が
かかると判断、震災当日に姉妹都市の北海
道当別町に依頼し同町のウェブ上で災害情
報を掲載し続けた。当別町は寄せられる大
崎市民からの問い合わせにも対応したと言
う。ウェブ担当者として感心せざるを得ない
▶先日の総合防災訓練では昇町、小倉、弥
生、須玖南の自主防災組織も参加し熱心に
取り組んでいた。自分たちの命を自分たちで
守る共助の考え。いざ災害が発生したら最
後に力になるのは人間力だと思う▶石巻日
日新聞は災害で新聞の印刷ができなくなっ
た時、手書きの壁新聞で発行を続けたと言
う。私たちもこの広報魂を見習いたい。
災害で　こそ試される　人間力　　　   K

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380
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　昇町親水公園は、市内を流れる諸岡川沿いにあ

る4つの親水公園のうちの1つです。長さが400ｍ

に及ぶ緑豊かな園内には、絶えず川のせせらぎが

聞こえ、ブランコなどの遊具やベンチが設置されて

おり、市民の憩いの場となっています。

　また、市の文化財を紹介した陶板をはめ込んだ歴

史ギャラリーパーゴラ（つる棚）も見所です。

春日小学校前

昇町

春日中学校
春日中前

春日小学校
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